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はじめに

全国の 大学および研究所の技術部では ､
ホ ー ム ペ ー ジ に

よる情報発信や技術官有志によるメ
ー

リングリスト( 以下 M L) を

利用した技術情報の交換が行われ て い る｡ これ まで技術官相

互の 情報交換は各技術部ごとに行われ て い る発表
･ 講習

･ 研

修会などや､ 各地区ごとに毎年開催され て いる技術研究会
･ 分

科会などで行われ て い るが ､
これらの 情報もホ

ー

ム ペ
ー ジ が開

設され て いるように ､
ネットワ ー

クを利用した情報交換は不可欠

なものとなっ て い る｡ 本報告では ､ これらのネットワ
ー ク上 で の

各種サ
ー

ビス を積極的に活用し､ 技術部お よび技術官相互 の

技術情報交換を有効で 活発 なもの にするための 指針を得る事

を目的として ､ 各技術部で の ネットワ
ー ク環境とそ の利用状況

を把握するためにア ン ケ
ー

ト形式による調査を実施した｡ この

アンケ ー ト調査より得られた結果を参考に ､
全国の 大学および

研究所に所属する技術官の M L 上 で検討を行い ､ 検討事項 ､

提案などをホ
ー ム ペ ー ジ で 公 開する｡ なお ､ 本調査 は ､ 平成9

年9 月 1 日現在で ホ
ー ム ペ

ー ジを開設して い る3 6 箇所 の技術

部を対象に以下の項目に つ い て E メ
ー

ル を用 い て行 い ､ 平成9

年度科学研究費補助金(奨励研究B) を受けて実施した ｡

ア ンケ ー ト項目 技術部メン バ ー

の
､
所属部署で のネットワ

ー ク環境､ 利用状況 ､ 運用形態に つ い て

Q . 1 イン タ
ー

ネットからハ ブまで のネットワ
ー

ク機器の整備状況は ?

Q . 2 パ ソ コ ン などアクセ ス用端末機器の所有状況は ? ( 共有を含む)

Q . 3 電子 メ
ー

ル ア ドレ ス の所有率は ?

Q . 4 技術部がネットワ
ー クに関連して所有､ 管 理して い る機器は ?

Q . 5 技術部のネットワ
ー クに関する予算措置は ?

Q . 6 技術部でメン バ
ー に実施して い るネットワ

ー ク上 の サ ー ビ ス は ?

技術部 W W W ホ
ー

ム ペ
ー ジに つ い て

Q . 7 ホ ー ム ペ ー ジを置 い て い るW W サ
ー バ ー

の 所属は ?

Q . 8 ホ ー ム ペ ー ジ の掲載項目は ?

Q . 9 ホ ー ム ペ ー ジ の世話人と管理方法は ?

Q . 1 0 現在 ､ 開設して い るホ
ー ム ペ

ー ジ の問題点 ､ 検討事項は ?

Q . 1 1 ネットワ
ー ク入門者を対象としたサポ

ー

ト､ 講習等の実施は ?

Q . 1 2 ネットワ
ー クを利用した業務 - の 運用例(計画中を含む) は ?

Q . 1 3 技術部ホ
ー

ム ペ
ー ジとは別に､ 個人 で開設して い るホ

ー

ム ペ
ー ジなど で の利用例は ?

問題点と工夫点､ 利用者の意見と検討事項､ 提案など

Q . 1 4 ネットワ ー ク環境の状況 ･ 計画に つ い て

Q . 1 5 W W W ホ ー ム ペ ー ジの状況 ･ 計画に つ い て

Q . 1 6 業務 へ の利用
･ 計画と研修 ､ 講習等の実施状況

･

計画に つ い て

Q . 1 7 他の技術部
･ 技術官相互の情報交換手段として のネットワ

ー ク活用法と今後の計画に つ い て ｡,

ア ンケ ー ト調査 の 回答状況 に つ いて

本調査は平成9 年9 月 1 日現在で W W W ホ
ー ム ペ ー ジを開設

して い る全国3 6 箇所 の技術部に電子メ
ー

ル を用い て行 い 回答

は1 7 技術部 ､
4 7 % と約半数から得られた｡ 回答状況をグラフ 1

に 示す
｡
各技術部の 人数構成は1 5 ､ 3 0 ､ 4 5 人 まで が各4 , 5

技術部で約3 0 % ､ 6 0 人まで 2 技術部で約1 0 % ､ 2 0 0 人 まで が

1 技術部と､ 広範な人数構成で の調査が 出来た｡ 人数構成を

グラフ2 に 示す｡ 回答に つ い て は ､ 技術部ホ
ー ム ペ ー ジ 世話人

グラフ1 ア ンケ
ー トのE]誉捕況

-

-

_:i+i+f=_i-=i:-:

に
一

任 した為に､ 世話人個人
･ グル ー プ

､ 委員会､ 技術長が直

接回答するなど､ 各技術部の状況に応じて概ね詳細に回答し

て い ただ い た｡ 未回答の 技術部が約半数あるが ､ そ れらの 技

術部ホ
ー ム ペ

ー ジ に は技術部名だけを紹介して いるものも含

まれ て おり､ 本ア ン ケ
ー

ト主 旨に賛同して いただ いた技術部の

大半から回答を得ることが できた｡

クラブ2 調査対象技術部の人数楕成

･ - 2 0 0 人

- 2 7 -



a _ 1 インタ ー ネ ッ′カ1 ら/ 1 プまでのネッ′ワ ー

ク虜芳の

.髪膚# ^
･

M ぱ ?

ネットワ
ー ク - の 接続に必要な端末機器以外の整備状

況をグラフ3 に 示す｡ 内訳は ､ 全員が整備済みが 1 2 技術

部で 7 0 %
､
8 0 % 以 上 で整備が4 技術部で約2 5 % ､

と全

般に高い割合で整備され て いる｡ 整備状況4 0 % 以 下の 1

技術部は､ 附属施設職員を除くと 85 % になると回答｡ 附属

施設 では未整備の箇所もある
｡

0 . 2 / l
o

ソコ ンをどアクセス 棚 のノ所有状冴ば ?

｢ ,jt 有を含む)

ア クセ ス用端末機器の所有状況をグラフ4 に示す｡ 内訳

は
､
1 0 0 % で 所有が1 0 技術部の 約6 0 % ､

8 0 % 以 上 が所

有が6 技術部の 3 5 % ､ とQ l 同様に全般に高い割合で所

有して いる｡ た だし､ 個人専用機を所有して いる割合はあ

まり高くはなく
､
人数的には端末機器を共有して いる人の

割合が高いと思われる
o

0 _ 3 富子メ ー

ル ア〝レス の併 有率ば ?

電子メ ー ル ア ドレ ス の所有状況をグラフ5 に 示す｡ 内訳

は
､

｢ 全員が所有｣ が1 1 技術部の 6 5 % ､

｢ 8 0 % 以 上 が所

有｣ は5 技術部の 約3 0 % ､
とQ l ､ Q 2 と同様に全般として

高い割合で所有して い る｡ その 理 由としては ､ ①組織全体

でメ
ー

ル ア ドレ ス の 配布が行われた喧)サ
ー バ ー が 有れ ば

予算措置がなくても可能 などが考えられる｡ また､ 利用度

は個人差が大きい ､ との 声も聞かれた｡

0 , 4 彦衝F,# がネ ッF ク ー 9/ _
-

M # L T J!W g . 算 乱 T い

i 願 ば ?

技術部がネットワ
ー クに関連して所有 ､ 管理して い る機

器の所有状況をグラフ6 に示 すo 内訳は ､
｢ なし｣ が9 技術

部と約4 5 % で ､ Q l , Q 2 , Q 3 の 高い整備 ･ 所有状況に比

較すると低い ことが特徴である｡ これ は ､ 次の設問にある予

算措置の 有無が大きいと考えられる｡
一

方 ､ ｢ 所有して い

る｣ と回答した技術部では ､ す で に業務上 で所有済みのケ

ー ス が多く､ 内訳は ､
ワ

ー

クス テ ー シ ョン
･ . ･

3 パ ソ コ ン
-

6

ハ ブ
､
u p s 等 - 2 とな っ て い るo

O ′ 5 彦 紺 のネッF ク ー

ニ升二屠 { i 予算芳彦/i ?

技術部のネットワ
ー

クに関する予算措置をグラフ7 に 示

す｡ 内訳は ､
｢ なし｣ と回答した技術部が1 4 技術部で 8 2 %

と高い割合を占める｡ ｢ あり｣ と回答した技術部では ､ 技術

部の予算から任用するサ
ー バ ー など比較的高額な機器の

購入 に対して学部等から予算措置が計られ る などの 回

答があ っ た｡ また､ 他 の委員会に参加して パ ソ コ ン を購入

して い るケ
ー

スもあっ た｡

a , 6 彦 卿 でメン/ r 一 に 級 T L l i ネ ッF ワ ー

ク上 の

サ
ー E

'

ス ぱ ?

技術部でメン バ
ー

に 実施して い るネットワ ー

ク上 の サ ー

ビ ス をグラフ 8 に 示すo 内訳は ､
｢ メ

ー ル｣ が1 1 技術部で約

6 5 %
､
｢ メ

ー リングリスト｣ が6 技術部の 3 5 % で 実施され ､
F

T P と掲示板が2 技術部で行われ て い る｡ あ る技術部では ､

｢ ネットニ ュ
ー

ス
､
D N S

､ ネットワ ー

クによるフ ァイル の共有､

ネットミ
ー

ティングなどによるア プリケ ー

シ ョ ン の 共有化｣ な

ども実施されて いる｡ ｢ なし｣ との 回答は3 技術部であ っ た｡

技術部で の メ
ー

ル 以外の サ
ー ビ ス は機器所有の 有無と部

内の合意形成などから制約を受けて いると思われる｡

グラフ3 インタ
ー

ネットからハ ブまでの ネットワ ー ク機器の整備 状兄

技術部メンバ
ー

の 何% で整備されてい るか?

グラフ4 パ ソコンなどアクセス用端末 概 の 所有状況(共有を含む)

技術部メンJ l
'

-

の何% が所有してい るか?

クラフ 5 電子メ
ー

ル アドL , スの 所有牽状況

手支術部メンバーの伺% が 所有しているか ?

クラブ6 技術部がネットワ
ー

クに関連 _ て所有 ､ 管理している機器の 捕兄

グラフ7 技称部 の ネットワ
ー

クに関する予算措置の 状況

グラフ8 ‡支術部でメンバ
ー に実施しているネットワ

ー

ク上の サ
ー ヒス

なし

アプリケ
ー

シ ョンの 共有 化

ファイルの 共有化

ネットニ ュ ー ス

D N S

F T P

掲示碩

メ ー

リン グリスト

メ
ー

ル

-

2 8
-

0 2 4 6

件数

8 1 0 1 2



0 _ 7 ,+ - ム ペ ー ジを置い T い i W W W サ ー

/ t
t
'

- の 虜

虜1甘 ?

ホ ー ム ペ ー ジを置 い て い るW W W サ
ー バ ー

の 所属をグ

ラフ9 に示す｡ 内訳は ､ 共用が1 3 技術部で7 6 % と高い 割

合を占め､ 技術部で所有して いるのは3 技術部に留まっ た｡

また ､ 個人で の所有分も1 件あっ た
｡
W W W サ ー バ ー

の 技

術部で の 専用所有が少ない の は ､
Q . 5 の ネットワ

ー クに関

する予算措置の状況に表れ て い るように ､ 予算措置の 割

合が低いためと思われる｡ 共 用の 内訳は ､ 全学 ､ 学部 ･ 研

究所 ､
学科

､ 事務 ､ 総合情報処理 セ ン タ
ー

､ 所 属講座など

多岐にわたり､ 各技術部の 状況に応じてサ ー バ ー を確保

して い るものと思われるo

0 . 8 I+ - ム ペ ー ジの過酷好5 ぱ ?

ホ ー

ム ペ
ー ジの掲載項目の 内訳をグラフ 1 0 に示す

｡
内

訳は､ 技術部概要 ･ 構成が 1 5 件で約9 0 % ､ 名 簿が1 2 件

で約7 0 %
､ 技術情報が 7 件 で約4 0 % ､ 技 術講習会 ･ 研修

会 ･ 発表会
･

報告集などの紹介が9 件 で約5 0 % ､
リン ク集

が1 0 件 で約6 0 % ､ お 知らせ ､ 掲 示板が7 件 で約4 0 % とな

っ て い る｡ 個別には ､ 依頼された装置製作の 進捗状況が

わかる 思 トピ ッ クス ､ 教育講座予 定表 部 行事記録 ､

部課班長連絡会議事録､ 技術部職員専門課程研修実行

委員会議事録などの事務連絡 ､ 情報提供(学内向け) ､ 大

学近辺 の紹介メン バ
ー

の 得意分野等の紹介予定 などの

利用例がある
｡
また

､
技術部 間で相互 にリン クする割合も

高いことから
､
より広範に情報の 交流を求めており､ 各技術

部が独自に 工夫してホ ー ム ペ ー ジ 内容と利用の 充実を図

っ て いる様子 が伺える｡

0 , 9 I+ ｢ ム ペ ー ジの # ,,-
=

5 ^ t 算蟹吉富ば ?

ホ ー ム ペ ー ジの 世話人と管理方法をグラフ1 1 に示すo

内訳は
､
ボ ラン ティア 世話人グル

ー プ に 一

任 が1 0 技術部

で5 4 %
､
委員会形式が5 技術部で 3 1 % ､ 個 人的に開設

･

管理が2 技術部 で 1 2 % の 割合となっ た ｡
ボ ラン ティア 世

話人グ ル
ー プ に 一

任が半数あるが ､
ホ

ー

ム ペ
ー ジ開設時

の数名がそ のまま維持管理して い るところが多く､ ボラン テ

ィア の負担が大きいとの声が聞かれた｡ )

0 _ 1 0 屠有. 願 L T い i '+ - ム ペ ー ジの 倣 . a

鰍 ?

ホ
ー ム ペ ー ジの 問題点

､ 検討事項をグラフ 1 2 に 示す｡

内訳は ､ 掲載内容が8 件､ 維持管理方法が5 件 ､ 機器が4

件 ､ 利用方法が3 件､ 新規技術が2 件､ 全般が1 件となっ て

い る｡ ｢ 掲載内容｣ ､ ｢ 利用方法｣ に つ い て の 問題と検討は ､

各技術部がそれぞれ に公開する情報の 必要 ･ 有効性と利

用方法に つ い て の判断を全体の 合意形成を取りながら行

う点でかなりの困難が伴うためと考えられる｡ ｢ 維持管理方

法｣ で は ､ Q 9 からも多くの 技術部が実際の維持管理 はボ

ラン ティア が行 っ て おり､ 作業 の負担増と時間的制約など

が管理上 の 問題となっ て い ると思われる() ｢ 機器｣ で は ､ Q

7 の ｢ ホ ー

ム ペ ー ジを置 い て い るW W W サ ー バ ー

の 所属｣

に表れ て い るように
､
技術部専用のサ

ー バ ー を所有して い

るケ ー ス が少ないため で
､

｢ 新規技術｣ で は
､
ネットワ ー クと

コ ン ピ ュ ー タの技術的な進歩が速いために維持管理者の

負担も大きいためと思われる｡

- 2 9 -

グラフ 9 技術部ホ
ー ム ′ ー ジを置い てい るvv v v v v サ

ー

/ ト の所属状況

クラブ1 0 技術部ホ
ー

ム ペ
ー

ジの 掲載項自

お 知らせ ､ 掲示板

技術情報

技術講習会･ 研修会

発表会 . 相喜美の 紹介

リン ク集

名簿

技術 部概 要
･

構 成

0 3 6 9 1 2 1 5

件数

クラブ 1 1 技術部ホ
ー ムへ - ジの世話人と菅哩方汝乃状況

クラブ1 2 現在 ､ 開設しているホ
ー

ム へ
-

ソの間遠点､ 検討事項

日｢岩

†ヨ昏なし

斬親技術

機番

利用方法

維持管理方法

7B 載内寄

0 2 6 8



0 , 7 1 ネ ッF ワ
ー

クスノ甲者を対彦t L た # '+
o

-

F . 岸ぎ

筈の 期 ば ?

ネットワ
ー

ク 入門者を対象としたサポ ー トと講習等の 実

施をグラフ 1 3 に 示す｡ 講習等の実施は ､ す で に6 5 % と高

い割合で実施されて いる｡ これらは ､ ネットワ
ー ク入門者だ

けに限らず ､ すで に利用して い る人も同時にレ ベ ル ア ップ

を計ることでネットワ ー ク環境を積極的に業務 - 利用しよう

として い るものと思われる｡

a . 1 2 ネ ッF ワ
ー

クを 朋 L f= 農務べ の運R W ( pff A JW 中

5 含む) ぱ ?

ネットワ
ー クを利用した業務 - の 運用例をグラフ1 4 に 示

す｡ 内訳は､ 他技術部 ･ 技術官との技術情報の交換が7 件 ､

技術情報の公 開が9 件 ､
メ

ー

ル
､
メ

ー

リン グリス トが8 件 ､ 掲

示板が3 件､ 研修 ･ 講習会の 実施が2 件 ､
グル ー プ によるフ

ァイル 共有が 1 件となっ て い る｡ 運用例に技術情報の 公

開･ 交換の割合が多い の は､ W W W ホ
ー

ム ペ
ー ジに よる情

報発信とメ
ー

ル
､ メ

ー

リングリストによる情報交換が 多く行

われ て い るためと思われる｡ また､ 掲示板は自由に情報

を書き込み 出来るメリットを活用した利用が行われ ､ ネット

ワ
ー ク上 で の研修 ･ 講習会の実施は ､ 受講者側が自由な

時間に各人 の 理解度に応じた ペ
ー

ス で学習 で きることが

大きなメリットである｡ また ､
企画する側も最新の 情報を随

時 ､ 掲載出来るの で情報の 陳腐化を防ぐことが出来るメリ

ットは大きいと思われる｡

a . 1 3 彦W L ,# '+ ｢ ム ペ ー ジt J:f 一財仁 , @ 人 聯 L I

い i '+ ｢ ム ペ
ー ジをどぞlの崩帰 m j:i ?

個 人 で開設して い るホ
ー

ム ペ
ー ジな どで の 利用例をグ

ラフ 1 5 に示す｡ 内訳は ､ 個人の 業務内容紹介が1 1 件と多

く､ 技術部等リンク集が 3 件 ､ 機器 ･ 施設利用案内､ 施設
･

機器予約シ ス テム ､
F T P

､
メ

ー リン グリストが各1 件となっ て

い る｡ 施設 ･機器予約シ ス テム は ､ ネットワ
ー クの メリットを

活用した有効なサ
ー

ビ ス で応用範囲が広 いと思われる｡

i t (め

クラブ1 3 ネ ットワ
ー

ク入門者を対象としたサポ
ー

ト､ 喜棺 等の実施状況

現在計画辛

グラフ 1 4 ネットワ
ー

クを手11用した業務/＼ の 適用例

なし

検討中

グル ー プに よる

ファイル 共有

研修 . 講習会の 実 施

掲 示板

メ ー ル ､

メ ー リングリスト

技術情 報の 公 開

他 技術喜芦･ 技 術官との

技循情 報の 交換

0 2 4 6

件数
8 1 0

グラフ1 5 f 臥 で開設しているホ
ー ムペ ー ジ[i どでの 利用例

メ
-

リンクリスト

F T P

地 h
^
･ 催告予約

システム

機 器. 施 設事り用芸 内

接衝喜F 等リンク集

個人の薫汚内容毎召介

O 3 6 9 1 2

件数

ア ン ケ ー ト調査 の 回答から､ 全国の 大学お よび研究所の技術部で は､ ネットワ
ー クの利用 に際し技術部間で差はあるも

の の 全体としては ハ
ー ド

､
ソフト両面 で の整備が進められ ており､ 技術情報の交流は W W W ホ

ー ム ペ ー ジ ､ メ ー リングリスト､

掲 示板 ､ 研修 ･ 講習会の 実施など､ ネットワ
ー クの メリットを生かしたサ

ー

ビ ス が独自の 工夫の 元に行われ て い る｡

た だし､ これらのサ
ー

ビ スとも今後に多くの改善余地を抱えており､ そ の解決には ､

1 . 技術部全体として の意識と技術の レ ベ ル ア ップ 2 .
スタッフと機器の 充実

3 . 講習 ･ 研修の実施 4 . 他技術部との連携

5 . 技術官メ
ー リン グリストの活用

など､ すで に実施され て い るものも含め て有効に活用して いくことが必要とされ て い る｡

また､ ネットワ
ー クに関連して機器を所有して いる技術部は少なく､ 端末機器は共 有の割合が高い ｡ 特にサ

ー バ ー を所

有して い る例は僅か であり､ 今後 の利用促進を計るためにも予算措置が計られることは不可欠である｡

今度の 循

今後 ､
こ の ア ン ケ ー ト調査より得られた結果を参考にして ､ 全国の 大学および研究所に所属する技術官の メ

ー リン グリスト

上 で広く検討を行い ､ 順次､ 検討事項 ､
提案などを追加掲載する予 定である｡ また ､ こ の メ

ー リン グリス トに参加して いな い

人からも広く意見を聞き検討して いく予 定である｡

1 . アン ケ
ー

ト調査結果を元に技術官メ
ー

リングリスト上 で検討する

2 . メ
ー

リングリストに参加して いない人からも広く意見を聞き検討する

3 . 掲示板､ メ
ー

リン グリスト､ ネットニ ュ
ー

ス の 具体的な利用を考える0

4 . 三 重大 工学部技術部 - 専用サ
ー バ の 取得､ 維持 ･ 管理方法の ノウ ハウを習得する｡

-

3 0
-


